
＜夏季補習について＞ 

７月下旬の５日間、夏季補習を行います。７月は、全学年、英語・数学・国語の基礎教科を中心にに実施し

ます。時間割と補習会場については、教室に掲示してあるプリントで確認してください。短い期間の補習授業

です。必ず予習と復習を行い、休むことなく受講してください。学習と部活動の両立を実現しましょう。 

なお、３年生は、８月下旬に地歴・理科を中心に、夏季特別補習を３日間行います。夏季特別補習では、１

講座 150分の集中講義形式で実施します。 

３年生夏季特別補習も、時間割と補習会場について、教室に掲示してあるプリントで確認してください。い

よいよ受験モードに入ります。 

 

＜夏を制する者は、受験を制する。＞ 

３年生の生徒の皆さんにとって、この夏は受験の天王山です。不得意科目・苦手分野を克服できる最後の

チャンスといっても過言ではありません。学習計画を立て、実行するのは皆さん自身です。特に、基礎教

科（英数国）に時間を掛けて取り組むことのできるのは、この夏季休業の期間しかありません。 

学習方法については、各教科担任のアドバイスを得てください。 

 

★ １，２年の授業内容が大切！（入試の出題の７割は、現在学んでいる内容から出題！） 

   （↑ 大学合格者のコメントです ） 

◆高校の教科書が範囲となる試験                      

 特に国数英は、 １，２年の教科書範囲から出題される。 

 ⇒ １，２年生の生徒は、現在、習っている内容が正に試験で問われる。   教科書・授業から、ほぼ出題される 

◆大学受験は、５教科の総合力が問われる試験 

 ⇒国公立大学の７割以上は、５教科受験を課している。科目を絞らず、５教科を諦めないことが重要。 

〔３年生対象講演会 ベネッセ講演資料より抜粋〕 

進 路 だ よ り      令和７年７月 進路指導部 



 

～ コラム１ 夏の過ごし方 ～ 

夏の過ごし方は、３年生ばかりがクローズアップされがちですが、１，２年生の皆さんにとっても

大切です。少なくとも、授業がある日以上に自分の時間が確保されると思います。貴重な時間を

何に使うか、どう使うかを考えることが次へのステップになります。 

７月までの学習の遅れを取り戻す、苦手教科を何とかする、得意教科を伸ばす、模擬試験問題

をもう一度やってみる、休み明けの生活のために知識を増やす等々、宿題以外のことが思い切り

できるチャンスです。 

高校生活は、当然ながら勉強だけではありません。しかし、学校が始まると授業や小テストに

おわれ、やりたいことも 100%楽しめない場合もあります。そうならないためにも、そして志望

校合格に一歩でも近づくためにも、この夏の使い方を考えてみてください。 

 

～ コラム２ 学習方法を工夫しよう！ ～ 

皆さんの会話で、「今日、小テスト 4 つもある～泣」「あした小テストが３つあるんで無理で

す･･･」をよく聞くことがあります。気持ちはとてもよく分かります。しかし、小テストが抜き打

ちの場合を除いて、多くは予告されているはず！その日に４つあることを事前に確認し、覚悟を決

め、そのために逆算して学習する･･･これが勉強というものではないでしょうか。特に定期考査は、

一夜漬けが通用しない世界だと実感したのではないでしょうか？受験であればなおさらです。 

事前に計画を立てて、小テストが１日に５つも６つもあっても動じない･･･結果でズバッとモ

ノを言う、これも開拓者の気魄ではないかと思いますよ。 

 

 

＜ 学びたいことを探してみよう ＞ 

 ※ 先月に引き続いての案内です。 

 

意欲的に学び続けるためには、目標や夢をもつことが必要です。面談等で皆さんの話を聞い

ていると、勉強する理由で、「行きたい大学がある」「やりたい仕事がある」「こんな大人にな

りたい」が明確に語ることができる生徒が少ないように感じます。時間を見つけて、今一度

自分自身を見直してみてください。例えば、↓のようなサイトがあります。参考にしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分を見つめなおす方法は、進路情報以外からでも得られます。テレビ・映画・本（漫画含

む）など、自分が好んで見ているものがヒントになる場合もあります。 


